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編
集
後
記 

  

６
月
定
例
会
で
は
、
合
併
・
政

令
市
移
行
問
題
や
行
財
政
改
革
へ

の
取
り
組
み
な
ど
市
政
全
般
に
わ

た
る
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
論
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
　 

  

市
議
会
だ
よ
り
第
四
十
二
号
で

は
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。 

8

発
行
　
岡
山
市
議
会
　
岡
山
市
大
供
一
丁
目
一
―
一 

編
集
　
議
会
運
営
委
員
会 

T
E
L
 (

０
８
６) 

８
０
３
―
１
５
３
５
 

F
A
X
 (

０
８
６) 

２
３
３
―
１
１
８
６
 

岡山市議会ホームページ  http://www.city.okayama.okayama.jp/gikai/　　メールアドレス  shigikaisoumuka@city.okayama.okayama.jp

次
回
本
会
議
の
お
知
ら
せ 

会
派
役
員
の
異
動 

委
員
会
の
異
動 

◇
社
会
シ
ス
テ
ム
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
調
査
特
別
委
員
会 

　
（
旧
）
委
　
　
員
　
三
宅
　
英
夫 

◇
都
市
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会 

　
（
新
）
委

員

長
　
三
宅
　
英
夫 

  

◆
公
明
党
岡
山
市
議
団 

　
（
新
）
副

団

長
　
磯
野
　
昌
郎 

　
　
　
　
　

〃

　
　
田
尻
　
祐
二 

　
　
　
　
幹

事

長
　
松
岡
　
　
茂 

　
　
　
　
副
幹
事
長
　
酒
見
　
　
寛 

　
（
旧
）
副

団

長
　
磯
野
　
昌
郎 

　
　
　
　
幹

事

長
　
田
尻
　
祐
二 

　
　
　
　
副
幹
事
長
　
松
岡
　
　
茂 

  

　
９
月
定
例
会
は
９
月
８
日
（金）
か
ら

９
月
26
日
（火）
ま
で
開
催
の
予
定
で
す
。 

史
跡
賞
田
廃
寺
跡
整
備
に
 

ア
ユ
モ
ド
キ
保
護
の
視
点
を
 

福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム
本
格
稼
働
 

市
民
福
祉
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
 

大
廻
小
廻
山
城
跡
整
備
方
針
 

市
民
病
院
の
在
り
方
 

幅
広
い
意
見
を
聞
い
て
議
論
 

特
定
高
齢
者
に
 

介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
へ
 

   

　
問
　
史
跡
賞
田
廃
寺
跡
環
境
整
備

事
業
に
国
指
定
天
然
記
念
物
ア
ユ
モ

ド
キ
の
生
息
地
と
し
て
の
位
置
づ
け

も
取
り
入
れ
て
は
。 

                  

　
答
　
平
成
17
年
度
か
ら
事
業
を
実

施
し
て
い
る
が
、
所
在
地
が
ア
ユ
モ

ド
キ
の
生
息
密
集
地
域
内
に
位
置
し

て
お
り
、
史
跡
整
備
と
生
息
地
整
備

と
を
関
連
づ
け
る
地
元
要
望
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
整
備
内
容
に
つ

い
て
文
化
庁
と
検
討
・
協
議
し
た
い
。 

   

　
問
　
各
種
福
祉
業
務
を
対
象
と
し

た
福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム
の
概
要
は
。 

　
答
　
福
祉
事
務
所
等
の
窓
口
で
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
業
務
の
効
率

化
を
目
的
に
、
障
害
福
祉
・
福
祉
医

療
・
児
童
手
当
・
生
活
保
護
等
の
個

別
業
務
シ
ス
テ
ム
と
福
祉
窓
口
支
援

シ
ス
テ
ム
で
構
成
し
、
住
民
記
録
や

市
県
民
税
等
の
シ
ス
テ
ム
と
も
連
携

さ
せ
る
。
全
市
域
の
デ
ー
タ
を
一
括

処
理
す
る
た
め
、
福
祉
事
務
所
間
で

デ
ー
タ
検
索
が
可
能
と
な
る
。
平
成

19
年
２
月
の
本
格
稼
働
を
目
指
し
、

業
者
に
よ
る
開
発
作
業
を
進
め
て
い

る
。 

   

　
問
　
特
定
高
齢
者
に
つ
い
て
①
具

体
的
把
握
方
法
は
②
本
市
の
地
域
支

援
事
業
の
内
容
は
。 

　
答
　
①
老
人
保
健
事
業
基
本
健
康

診
査
時
に
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
自
己
記
入
、
問
診
、
身
体
計
測
や

健
診
担
当
医
の
総
合
判
定
に
よ
り
決

定
し
、
平
成
18
年
度
は
約
六
千
四
百

人
を
見
込
ん
で
い
る
②
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
本
人
の
意
向
や
生
活

環
境
等
を
踏
ま
え
、
は
つ
ら
つ
元
気

の
つ
ど
い
事
業
、
介
護
予
防
・
転
倒

骨
折
予
防
教
室
な
ど
介
護
予
防
事
業

を
盛
り
込
ん
だ
介
護
予
防
プ
ラ
ン
を

作
成
す
る
。 

   

　
問
　
国
の
史
跡
指
定
を
受
け
た
大

廻
小
廻
山
城
跡
の
国
庫
補
助
に
よ
る

整
備
の
プ
ロ
セ
ス
は
。 

　
答
　
史
跡
指
定
地
お
よ
そ
七
十
六

㌶
の
う
ち
、
約
九
五
％
を
公
有
化
す

る
必
要
が
あ
り
、
平
成
18
年
度
か
ら

順
次
買
収
す
る
が
、
対
象
地
の
広
さ

と
予
算
規
模
か
ら
約
十
年
を
要
す
る
。

買
収
後
、
山
城
遺
溝
の
確
証
の
発
掘

調
査
を
五
カ
年
計
画
で
実
施
し
、
そ

の
成
果
に
基
づ
き
山
城
施
設
の
一
部

復
元
を
含
む
史
跡
環
境
整
備
に
取
り

組
み
た
い
。 

   

　
問
　
「
市
民
病
院
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
が
結
論
を
出
す
前
に
、
利
用

者
の
声
を
聞
く
べ
き
で
は
。 

　
答
　
検
討
委
員
会
に
は
利
用
者
の

立
場
か
ら
も
委
員
と
し
て
加
わ
っ
て

も
ら
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
必

要
な
病
院
で
あ
る
か
ど
う
か
、
建
て

替
え
の
必
要
性
が
あ
る
か
な
ど
議
論

し
て
も
ら
う
。
検
討
経
過
や
提
言
は

逐
次
公
表
し
、
市
民
や
市
議
会
な
ど

の
幅
広
い
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
最

も
望
ま
し
い
方
向
性
を
探
り
、
で
き

る
だ
け
早
く
、
市
と
し
て
の
結
論
を

出
し
た
い
。 

文化遺産文化遺産と自然の保護両立の保護両立へ（賞田廃寺跡賞田廃寺跡） 文化遺産と自然の保護両立へ（賞田廃寺跡） 

現代現代へよみがえる歴史歴史の足跡の足跡（大廻小廻山城跡大廻小廻山城跡） 現代へよみがえる歴史の足跡（大廻小廻山城跡） 

※２　特定高齢者＝市町村
が基本健康診査等によ
り要支援・要介護状態
となる恐れがあると認
定した高齢者。該当者
には平成18年４月の介
護保険制度改正で創設
された「地域支援事業」に
よる各種介護予防サービス
が提供される。 

用
語
解
説 

※
２ 


